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■対象事業名　　南海地震に伴う中土佐地区の津波
　　　　　　　　　　　避難を支援する道路整備　
　　対象事業番号　No.５

■対象事業の目的
　　２０３０年までの発生確率が４０％である南海地震
において、発生が予測される大津波からの避難活動
及び浸水被害後の復旧活動を支援するため、幹線道
路及び地域内避難道路の一体的な整備を行う。

■対象事業の目的を表現するアウトカム指標
　　避難路確保カバー人口比率の拡大

■指標の定義
　　地震発生直後に指定避難場所に避難できる沿線
　　住民及び津波終了後に緊急避難場所から指定避
　　難場所に避難できる沿線住民の人口比率。　
　　津波避難計画、地区別人口データによる。
　　避難路確保カバー人口比率＝指定避難場所に避
　　難できる沿線住民数／沿線人口
　　（注）沿線住民：当該工区に隣接する住民
　　　　　沿線人口：中土佐町内で当路線沿線に隣接
　　　　　　　　　　　　する住民
　　　　　
■指標の現況値、目標値（％）
　　当初現況値（H16当初）：　　０
　　中間目標値（Ｈ17末） ：　３０
　　長期目標値（H19末） ：　６０
　

平成１６年度　地方道路交付金事業のアウトカム指標 （高知県）
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県道事業として、第１次緊急
輸送道路である国道５６号ま
での基盤整備を進める。
（緊急車両の通行を考慮し、
車道幅員４ｍでの最低限の幅
員を確保する。）

県道事業として、第１次緊急
輸送道路である国道５６号ま
での基盤整備を進める。
（緊急車両の通行を考慮し、
車道幅員４ｍでの最低限の幅
員を確保する。）
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